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【手続補正書】
【提出日】平成27年4月13日(2015.4.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）においてスモールセルの位置を開示するオフロ
ードエリア情報をネットワークから受信するステップと、
　前記オフロードエリア情報に基づいて、前記ＷＴＲＵがスモールセルのカバレッジエリ
ア内にいる可能性があるかどうかのカバレッジエリア判定を行うステップと、
　前記カバレッジエリア判定が条件を満たすことに応答して、前記ＷＴＲＵが前記スモー
ルセルへのオフロードに対する候補であることを示すオフロード表示を前記ネットワーク
に送信するステップと
　を備えたことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記オフロードエリア情報は、（ｉ）スモールセルが動作する周波数、または（ｉｉ）
スモールセルの無線アクセス技術のうちのいずれか１または複数を含むことを特徴とする
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記オフロードエリア情報は無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセージを介して受信され
ることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記オフロードエリア情報はシステム情報ブロックを介して受信されることを特徴とす
る請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記オフロードエリア情報は、セル再選択／セルへのハンドオーバに関連付けられたタ
イマの満了に基づいて、前記ＷＴＲＵによって受信されることを特徴とする請求項１に記
載の方法。
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【請求項６】
　前記カバレッジエリア判定は、ＷＴＲＵ位置を基準位置および半径と比較することによ
って、またはＷＴＲＵ位置を複数の位置基準点と比較することによって行われることを特
徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記オフロード表示は、ＷＴＲＵ位置、スモールセルＩＤ、スモールセル周波数、また
はオフロードエリアに対応するインデックス値のうちの１つを含むことを特徴とする請求
項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記オフロード表示に応答してスモールセル構成を基地局から受信するステップをさら
に備えたことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記スモールセル構成は、周波数間、ＲＡＴ間、または周波数内測定構成であることを
特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記オフロード表示を前記ネットワークに送信するステップは、閾値より低い前記ＷＴ
ＲＵのモビリティ状態が条件とされることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記オフロード表示を前記ネットワークに送信するステップは、前記ＷＴＲＵのトラフ
ィックレベルが条件とされることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　スモールセルの位置を開示するオフロードエリア情報をマクロセル基地局から受信し、
前記オフロードエリア情報に基づいて、前記ＷＴＲＵがスモールセルのカバレッジエリア
内にいる可能性があるかどうかのカバレッジエリア判定を行い、および前記カバレッジエ
リア判定が条件を満たすことに応答して、前記ＷＴＲＵが前記スモールセルへのオフロー
ドに対する候補であることを示すオフロード表示を前記マクロセルに送信するように構成
されたワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）を備えたことを特徴とする装置。
【請求項１３】
　前記ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵ位置を基準位置および半径と比較することによって、または
ＷＴＲＵ位置を複数の位置基準点と比較することによって、前記カバレッジエリア判定を
行うように構成されたことを特徴とする請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記ＷＴＲＵは、前記オフロード表示に応答してスモールセル構成を前記基地局から受
信するようにさらに構成されたことを特徴とする請求項１２に記載の装置。
【請求項１５】
　前記ＷＴＲＵは、閾値より低い前記ＷＴＲＵのモビリティ状態に基づいて前記オフロー
ド表示を前記マクロセルに送信するようにさらに構成されたことを特徴とする請求項１２
に記載の装置。
【請求項１６】
　前記ＷＴＲＵは、前記ＷＴＲＵのトラフィックレベルに基づいて前記オフロード表示を
前記マクロセルに送信するようにさらに構成されたことを特徴とする請求項１２に記載の
装置。
【請求項１７】
　前記ＷＴＲＵは、セル再選択／セルへのハンドオーバに関連付けられたタイマの満了、
周期的タイマの満了、および有効なオフロードエリア情報が不足しているかどうかを前記
ＷＴＲＵが最後検証した時に開始されたタイマの満了のうちの少なくとも１つのイベント
が発生したときに、前記ＷＴＲＵは有効なオフロードエリア情報が不足しているかどうか
を検証するようにさらに構成されたことを特徴とする請求項１２に記載の装置。
【請求項１８】
　前記ＷＴＲＵは、
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　所与のオフロードエリア情報に対して有効性タイマが満了すること、
　前記ＷＴＲＵがセル外に移動すること、
　前記ＷＴＲＵがアイドルモードに移行すること、
　前記ＷＴＲＵが周波数間またはＲＡＴ間ハンドオーバを実行すること、
　前記ＷＴＲＵがホームネットワーク外に移動すること、
　前記ＷＴＲＵが公衆ネットワークを変更すること、
　前記ＷＴＲＵがネットワークによって明示的に命じられ、前記オフロードエリア情報を
削除すること、
　前記ＷＴＲＵがＲＲＣ状態を変更すること、
　前記ＷＴＲＵが新しいオフロードエリア情報を得ること
　のいずれか１つのトリガに基づいて、記憶したオフロードエリア情報を削除するように
さらに構成されたことを特徴とする請求項１２に記載の装置。
【請求項１９】
　前記オフロード表示は、前記ＷＴＲＵがスモールセルカバレッジエリアに入った、また
は前記ＷＴＲＵがスモールセルカバレッジエリアを出たことを示すことを特徴とする請求
項１２に記載の装置。
【請求項２０】
　ワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）においてスモールセルによってカバーされたエ
リアを開示するオフロードエリア情報をマクロセル基地局から受信するステップと、
　前記オフロードエリア情報に基づいて、前記ＷＴＲＵがスモールセルのカバレッジエリ
ア内にいるという判定を行うステップと、
　前記ＷＴＲＵがスモールセルのカバレッジエリア内にいるという判定に応答して、前記
スモールセルを検出するための周波数間および／またはＲＡＴ間測定を起動するステップ
と
　を備えたことを特徴とする方法。
【請求項２１】
　周波数間および／またはＲＡＴ間測定を起動するステップは、前記ＷＴＲＵのモビリテ
ィ状態が条件とされることを特徴とする請求項２０に方法。
【請求項２２】
　周波数間および／またはＲＡＴ間測定を起動するステップは、前記ＷＴＲＵのトラフィ
ックレベルが条件とされることを特徴とする請求項２０に方法。
【請求項２３】
　ワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）においてスモールセルによってカバーされたエ
リアを開示するオフロードエリア情報を基地局から受信するステップと、
　前記オフロードエリア情報に基づいて、前記ＷＴＲＵがスモールセルのカバレッジエリ
ア内にいるという判定を行うステップと、
　前記ＷＴＲＵがスモールセルのカバレッジエリア内にいるという判定に応答して、
　　前記ＷＴＲＵがスモールセルへのオフロードに対する候補であることを示すオフロー
ド表示をネットワークエンティティに送信するステップと、
　　周波数間またはＲＡＴ間測定構成を受信するステップと、
　　前記構成にしたがった周波数間および／またはＲＡＴ間測定を起動するステップと
　を備えたことを特徴とする方法。
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